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１
月
31
日
、
岸
本
区
長
は
記
者
会
見
を
ひ
ら
き
、
杉

並
区
の
来
年
度
予
算
案
を
発
表
し
ま
し
た
。

予
算
案
に
は
、
岸
本
区
長
が
公
約
に
掲
げ
、
日
本
共

産
党
区
議
団
が
繰
り
返
し
実
施
を
求
め
て
き
た
家
賃
助

成
の
費
用
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
田
中
・
前
区
政
の

時
代
か
ら
、
高
い
家
賃
に
苦

し
む
区
民
の
声
を
届
け
、
助

成
制
度
の
実
施
を
迫
り
続
け

て
き
ま
し
た
。

岸
本
区
長
は
常
々
「
住
ま

い
は
権
利
」
と
発
言
し
、
家

賃
助
成
の
実
施
を
目
指
す
こ

と
を
表
明
。
検
討
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

今
回
示
さ
れ
た
家
賃
助
成
制
度
は
、
区
営
住
宅
の
公

募
に
申
し
込
み
、
落
選
し
た
低
所
得
の
ひ
と
り
親
や
多

子
世
帯
を
対
象
に
一
世
帯
あ
た
り
年
間
30
万
円
、
最
大

２
年
ま
で
助
成
す
る
も
の
で
す
。
対
象
は
36
世
帯
で
、

区
か
ら
通
知
が
送
付
さ
れ
、
申
請
後
に
一
括
給
付
さ
れ

ま
す
。

区
営
住
宅
の
入
居
者
公
募
の
抽
選
に
外
れ
た
人
を
対

象
と
し
た
制
度
は
都
内
で
初
め
て
で
す
。

予
算
案
に
は
、
家
賃

助
成
と
あ
わ
せ
て
、
転

居
費
用
助
成
の
費
用
も

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

転
居
に
係
る
初
期
費

用
が
準
備
で
き
な
い
こ

と
で
、
家
賃
負
担
の
軽

減
や
住
環
境
の
改
善
が

図
れ
な
い
低
額
所
得
者

を
対
象
に
、
区
内
の
民

間
賃
貸
住
宅
へ
転
居
す

る
際
に
発
生
す
る
仲
介

手
数
料
、
礼
金
、
保
証

料
な
ど
の
初
期
費
用
と
し
て
単
身
世
帯
に
15
万
円
、
二

人
以
上
の
世
帯
に
20
万
円
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

家
賃
助
成
、
転
居
費
用
助
成
が
予
算
化
さ
れ
た
こ
と

は
重
要
な
前
進
で
す
。

物
価
高
騰
や
年
金
の
目
減
り
に
よ
っ
て
家
賃
負
担
が

区
民
生
活
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
住
宅
施

策
の
拡
充
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

■家賃助成

〇対象

区営住宅の抽選に落選した低額所

得のひとり親や多子世帯

〇助成額

一世帯あたり年間３０万円

■転居費用助成

〇対象

転居に伴う初期費用が準備できず、

住環境の改善が図れない等の低額所

得者

〇助成額

単身世帯に１５万円、2人以上の

世帯に２０万円

転
居
費
用
助
成
も
実
施
へ

共
産
党
区
議
団
が
求
め
続
け
て
き
た

家
賃
助
成
が
つ
い
に
予
算
化

一
般
質
問
で
家
賃
助
成
の
実

施
を
求
め
る
。



岸
本
区
長
の
記
者
会
見
で
は
、
子
ど
も
に
関
す
る

事
業
に
つ
い
て
の
拡
充
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
関
す
る
取
組
と
し
て
、

現
存
す
る
25
の
児
童
館
は
残
し
、
児
童
館
が
無
い
７

中
学
校
区
に
児
童
館
を
新
設
、
児
童
館
の
う
ち
７
館

を
「
中
・
高
校
生
機
能
優
先
館
」
と
し
ま
す
。

小
中
学
生
の
体
育
館
利
用
に
つ
い
て
、
１
回
１
０

０
円
で
予
約
な
し
で
自
由
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る

「
一
般
使
用
」
の
枠
を
順
次
拡
大
。
令
和
８
年
度
に

は
「
一
般
使
用
」
の
使
用
料
を
小
中
学
生
に
加
え
、

高
校
生
も
無
料
に
し
て
い
く
考
え
、
と
し
ま
し
た
。

地
域
住
民
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
担
い
手
に
よ

る
居
場
所
づ
く
り
推
進
の
た
め
、
子
ど
も
食
堂
へ
の

助
成
を
新
た
に
開
始
。
子
ど
も
の
多
様
な
居
場
所
が

増
え
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
く
、
と
述
べ
ま
し
た
。

前
区
政
の
児
童
館
全
館
廃
止
方
針
か
ら
、
子
ど
も

の
居
場
所
を
拡
充
し
て
い
く
方
針
に
明
確
に
舵
が
切

ら
れ
た
こ
と
は
重
要
な
変
化
で
す
。

今
議
会
に
は
「
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
」

も
提
案
さ
れ
ま
す
。
未
来
を
に
な
う
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
て
い
く
た
め
に
、
党
区
議

団
は
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

〇防災・防犯用品カタログギフトを配布

・全世帯（約34万世帯）を対象に１世帯あたり3000円分

〇ひきこもり支援推進事業

・ひきこもり状態にある当事者に応じたきめ細やかなサポートを行

う相談支援事業を行う専門相談窓口の開設、居場所づくり事業など

を実施。

〇区内介護事業所等の介護人材の定着・育成支援

・認知症介護基礎研修受講料の助成、介護職員初任者研修及び実務

者研修受講料助成の拡充

〇子ども食堂支援

・これまでの社会福祉協議会による支援に加え、区が直接取組を支

援。月に１回以上定期的に子ども食堂を会食形式で開催する団体へ

運営に係る経費の一部を補助。配食や宅食する団体へは加算して助

成。新たに立ち上げる団体に経費の一部を助成。

〇女性の健康相談の充実

・あらゆる年代の女性の健康づくりや悩みにたいし、アプリを活用

し相談できるよう相談内容の範囲を拡大。オンライン相談の無料回

数を３回から無制限に変更。

〇再エネ電力を活用した「コンテナ型公衆喫煙場所」の整備

・荻窪駅南口の公衆喫煙場所を、現在のパーテーション型から、空

気清浄機等で使用する電力を可能な限り再生可能エネルギーで賄う

コンテナ型に改善。

〇エデュケーション・アシスタントの導入

・小学校１～３年生のいずれかの担任の業務を補佐する「エデュケー

ションアシスタント」を全区立小中学校に１名ずつ配置。

〇戦後８０年事業

・広島市の協力を得て「ヒロシマ原爆・平和展」を開催。区内の戦

争遺構、平和施設などを掲載した平和マップの作成、被爆者証言記

録う映像の政策、公開。

新年度予算に計上された事業（一部）

第１回区議会定例会が始まります。
２月１２日（水）から３月１９日（水）まで、区議会定例会が開

催されます。今議会は、新年度の予算を審議する予算特別委員会も

開かれます。日本共産党区議団が取り組んでいるアンケートには、

くらしの困難を訴える声が多数寄せられています。区民の切実な声

を届け、要望実現に向けてがんばります。

本会議で一般質問に立ちます。
質問テーマは「高齢者への支援について」。主に住宅と一人暮ら

し高齢者対策について質問します。質問日時は、２月１７日（月）

午後になる見込みですが、お問い合わせください。

「

子
ど
も
の
居
場
所
」
を
拡
充


